
フリードリヒ・ヴィルヘルム・ライファイゼン
とその功績：信用協同組合
フリードリヒ・ヴィルヘルム・ライファイゼン（Friedrich 
Wilhelm Raiffeisen）（1818 年ジーク湖畔のハムにて誕生、 
1888 年ヘデスドルフ/現ノイヴィートにて没）は、退役後、

ヴァイアーブッシュ（1845 ～ 48 年）、フランマースフェルト（1848 ～ 52 年）、
続いてヘッデスドルフ（1852 ～ 65 年）の市長を務めました。健康上の理由か
ら、1865 年、市長の職を辞することになりました。既にヴァイアーブッシュ時代
から、自助、自己責任を持って、人々の貧困と戦うためのシステムを構築したい
という、強い情熱を持ち続けていました。この思いは、フランマースフェルト、
そしてヘッデスドルフ時代も変わることなく、彼は、農民の貧困を軽減するため
に、協同組合銀行というシステムを考案しました。そこから、ライン農業組合お
よびヴィート公爵の支援を得て、信用協同組合設立を実現することができまし
た。彼は、失明等の困難に負けることなく、亡くなるまで、この信用協同組合の
構築に、全力を捧げました。この彼の功績が、現在、世界各地にある信用協同組
合の原点となったのです。

信用協同組合： 
人類の無形世界遺産
2016 年 11 月 30 日は、信用協同組合にとって、とても大きな意味を持つ日とな
りました。UNESCO の無形文化遺産一覧表にて、信用協同組合のコンセプトが、
ドイツの第一候補として、選出されたからです。これにより、世界遺産機構が、
人類の共存における信用協同組合の重要性を、強調する形となりました。ドイツ
では、信用協同組合というコンセプトおよび実践が、社会に浸透しており、社会
に大きな影響を与える文化形態として確立されています。ドイツ人の 4 人に 1 人
は、信用協同組合の組合員です。世界には、8 億人以上もの人々が、信用協同組合
に加盟しており、信用協同組合の設立が、社会における困難や挑戦への回答であ
ることを、裏付けています。信用協同組合は、地域活動や社会への統合により貧
困を減らすこと等で、継続的な社会発展に貢献し続けています。信用協同組合で
は、同じ目の高さで、共にプロジェクトを共有する仲間に、出会うことができま
す。団結、公正、責任、民主主義という理念的な基本方針に基づき構築され、社
会的価値に基準を置いた活動として、信用協同組合は、多くの人々に理解されて
います。現在、信用協同組合は、国際的なレベルでも広く認められており、重要
な文化的意味を有しています。
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UNESCO 世界遺産への応募は、2013 年、ドイツ・ヴィルヘルム・ライファイゼン
協会（Friedrich-Wilhelm-Raiffeisen-Gesellschaft）およびドイツ・ヘルマン・シュ
ルツェ・デーリチュ協会（Hermann-Schulze-Delitzsch-Gesellschaft）が中心となっ
て実施し、ドイツ連邦共和国により UNESCO へと提出されました。

フリードリヒ・ヴィルヘルム・ライファイゼンの生涯
1818 年 3 月 30 日 F.W. ライファイゼン、ジーク湖畔のハムにて誕生
1835 年まで   ハムにてザイペル（Seippel）牧師のもとにて宗教教育、 

学校教育を受ける
1835 ～ 1843 年 ケルン、コブレンツ、ザインにて兵役を務める
1843 ～ 1845 年 マイエンの市役所にて公務員として勤務する
1845 年 1 月 15 日  ヴァイアーブッシュの市長に任命される
1845 年 9 月 23 日  レマーゲンにてエミリー・シュトロック（Emilie Storck）

と結婚
1848 年 3 月 22 日  フランマースフェルトの市長に任命される
1852 年 8 月 24 日  ヘッデスドルフの市長に任命される
1862 年  健康上の理由から市長を辞職する
1862 年以降  数多くの銀行および協同組織金融機関の相談役として 

活動する
1863 年  ヘッデスドルフにてエミリー・ライファイゼン 

（Emilie Raiffeisen）死去
1865 年  退職し年金生活へ：マリア・パンゼンロート

（Maria Pensenroth）と再婚
1866 年  著書「Die Darlehnskassen-Vereine als Mittel zur Abhilfe 

der Noth der ländlichen Bevölkerung（農民の貧困を軽減す
るための協同組合）」を発行する

1888 年 3 月 11 日  ヘッデスドルフにてライファイゼン死去：ヘッデスドルフ
の墓地に1888 年 3月14日に埋葬される

独りでは出来ないことも、多くの人の助けを借りれば成し遂げられる


